
 

 

 

 

「(3) 日立市の目指すべき学校規模」の新旧対照表 

 

新（第 9回会議の資料） 

 (3) 日立市の目指すべき学校規模 
 
 
 

       ○ 小学校    

クラス替えができる各学年２学級以上 

     ○ 中学校    

         クラス替えができ、かつ、国語・社会・数学・理科・英語に複数教員

が配置できる各学年３学級以上 
 
 
 

       前提となる１学級当たりの上限の人数は、国・県に準拠し、平成 29 年度時点で 

次のとおりです。 
 

学 年 
１学級当たり 
の上限の人数 

備 考 

小１、小２ 35 人 1 学年が 36 人になると 18 人の２学級となる。 
小３～小６ 40 人 1 学年が 41 人になると 20 人と 21 人の２学級になる。 

中１～中３ 40 人 1 学年が 81 人になると 27 人の３学級になる。 

 

 

 

 

 

旧（第 8回会議の資料） 

 (3) 適正な学校規模（日立市の基準）日立市の目指すべき学校規模 
 

     ○ 小学校    

クラス替えができる各学年２学級以上 

     ○ 中学校    

         クラス替えができ、かつ、主要５教科 国語・社会・数学・理科・英語に複数

教員が配置できる各学年３学級以上 
 

           ※基準とする１学級当たりの人数は、小学校１、２年を 35 人、他の学年を 40 人とする。（国県の基準等に準拠） 
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